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学校長 杉本賢二

校 訓 「和の心」
学校教育目標 「社会に貢献しながら自立する生徒の育成」 －気づき・考え・実行する－
校内研究重点 「個別最適な学びと協働的な学びで、主体的に学習する生徒を育成する」

学校教育目標 「豊かな心の育成」

生徒が「退職の会」を開いてくれました

３月６日（水） の放課後に生徒と教職員で杉本の「退職の会」を開いてくれました。私には知ら

されていなかったので突然の事でしたが、「卒業証書・ビデオ・ポスター・メッセージ・校歌や村歌・

・エール・校歌の記念品」等たくさんの用意と準備をしてくれました。教員生活は３５年で、母校の

道志中学校は３回目の勤務です。最後に、母校で生徒や先生方に「温かい心」を贈っていただ

き、感謝に堪えません。本当にありがとうございました。

今後もまだ、卒業式や高校入試の発表、修学旅行、次年度への準備等すべきことがたくさん

残っています。最後まで、全力で校長としての仕事をしていきたいと思います。

景己さんの司会で突然会が始まりました 色がついている紙には生徒のメッセージがあります

景己さんから生徒・教職員の連名の卒業証書をいただきました



垂穂さん作成の絵↓ CDには初任から現在まで勤務した学校での写真が収められています

下中→道志中→都留二中→吉田中→道志中→教育事務所→山中湖中→教育事務所→都留一中→道志中

全校生徒・教職員で「校歌」を３番まで合唱してくれました ピアノは桜愛さん

千莉さんが団長で生徒からのエール 「道志村の村歌」を合唱してくれました



記念品として「校歌の３番までの歌詞」を贈って頂きました 鈴木先生の渾身の作です

生徒・教職員への感謝を伝えました 道志中の入学式・卒業式・修学旅行

生徒を代表して圭胡さんのことば

自分の思いを表現するのは苦手だったけれど、「表現することの大切さ」を教えていただき、
繰り返していたら、緊張しないで表現出来るようになってきました。誰もが自分の思いを表現できる
ことを大切にしていきたいです。 ※最後まで私にとってうれしい言葉や贈り物ばかりでした。



全校生徒・教職員一人一人からメッセージを贈って頂きました

どの生徒も心を込めて、しっかりと書かれています 素晴らしい人間性です

最後に記念撮影をしました




